
従業員の心身の健康を基盤に、互いを尊重しあう事を大切にし、

全員が最大の力を発揮できる職場環境を整えることで、

良質なサービスの提供と地域社会への貢献を実現する。

健康経営の推進方針

「心身の健康を積極的にサポートする職場づくり」

指標(KGI)：日常的に運動している割合

目標値６０％

達成年度：２０２７年

健康経営の目標



２０２５年度の取組

従業員の心身の健康を基盤に
互いを尊重しあう事を大切にし
全員が最大の力を発揮できる
職場環境を整えることで
良質なサービスの提供と

地域社会への貢献を実現する

心身の健康を積極的に
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職場づくり

日常的に運動している割合
目標値：６０％
２０２７年

～健康経営戦略マップ～



*２０２５年度の取組*
課題のテーマ

心から望めるような調和を図る職場つくりを目指し、
「メンタルヘルスケア」を第一の課題とする。
心のケア、身体のケア、コミニケーションの活性化を通し課題解決を行う

取り組み内容

【チーム対抗ウォーキングラリー】の開催

健康改善表彰式・ウォーキングラリーの開催

全従業員対象の健康面談・ヘルスチェックを実施

外部カウンセラーによるヘルスチェックイベント

(年2～3回/全従業員対象）

オンライン保健室によるメンタルヘルスケア

保健師によるオンライン講座(毎月）

健康メルマガ配信(毎週）

健康セミナーの実施

社員食堂の創設



cメンタルヘルス保健師による情報の配信もおこなっています



メンタルヘルス
健康情報の配信



結果➧➧➧

運動に対する意識向上が見られ指標の改善に繋がった

ただ「日常的な運動」の目標値にはまだ届かないので、

更なる意識向上へと繋げていく

２０２５年取組みの評価

本取組は、当社が大切にしている「従業員間のコミュニケーション」を基盤に、

運動不足の解消を目的としてチーム対抗形式で実施したものである。
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運動をしている割合

ウォーキングラリー参加率１００％

歩数アップ 歩数アップなし

歩数アップした人

８７．６％

取組前後の従業員意識調査により効果を評価した結果、

「日常的に運動をしている」割合は30％から48％へと大きく向上し、

明確な改善効果が見られた。

結果、参加率は100％、チーム全体の86.7％が歩数を増加させ、

優勝チームでは230.8％という著しいアップ率を記録した。

このように運動効果だけでなく、
チームワークやコミュニケーションの促進にも大きな成果を上げている



仕事への熱意：７２％健康状態が良い：８０％

運動の習慣がない：４４％

さらに、「健康状態が良い」と回答した割合は

80％に達し、健康度の向上が確認された。

また、「仕事への熱意」が72％と高い水準を維持しており、

ワークエンゲージメントの向上にもつながっている。

今後は、これらの取組を定着化させ、

日常的な運動習慣をより持続可能な形で根付かせる

工夫を進めていく。



表彰式においては、アップ率(ウォーキングラリー）や
改善率(健康ラリー）の高い人が表彰対象だったため、
若手のメンバー(主に外国人技能実習生）は
健康度が高く受賞するケースが少なく、
また高齢者メンバーも健闘したが受賞に届かなかった。

改善方針としては、多くのメンバーが可能性を持てる取組みにすべく、
表彰枠を 「外国人枠」 「ベテラン枠」 など工夫する。

同業や関連会社も交えた取組みも検討し、広く健康経営の推進をしていく。

２０２５年 今後の改善方針について・・・
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